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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

   高温登熟時の用水掛け流し処理を出穂後から20日間実施することにより、水田地温の低下と玄米品

質の向上がはかられる。 

(1) 掛け流し区は、間断灌漑区と比較して平均地温が2.7℃、最高地温が5.1℃、最低地温が1.7℃低下し、 

常時湛水区は、平均地温が0.7℃、最高地温が2.8℃低下したが、最低地温は0.8℃上昇した。会津支場の

掛け流し区は、間断灌漑区と比較して平均地温が0.6℃、最高地温が2.5℃低下した。 

(2) 収量は、水管理開始以前の生育が影響し、水管理との関係は明らかでなかった。掛け流し区の玄米品

質は、本場では間断灌漑と比較して背白粒の発生が少なく、会津支場では心白、腹白等の未熟粒が少な

く、玄米品質の向上がはかられる。 

(3) 常時湛水は、掛け流しより効果はやや劣るものの、水田地温の低下や玄米品質 の向上効果が認めら

れる。 

(4) なお、本試験の水管理は、本場では5a（10m×50m）のほ場３筆を用い、会津支場では2.2a（4.4m×

50m）のほ場１筆を３等分して行った。供試品種は初星であり、処理期間は概ね出穂後の20日間であった。

処理期間中の気温は、本場および会津支場とも最高気温30℃以上の日が連続し、平年より高温で経過し

た。 

 

 ２ 期待される効果 

 高温登熟時における玄米品質の向上が図られる。 

 

 ３ 適用範囲 

 

 ４ 普及上の留意点 

   用水の掛け流し処理は、３０℃以上の高温日が連続する場合で、用水が十分確保されるほ場および  

地域で行う。用水が不足気味のほ場および地域では、できるだけ湛水深と湛水期間の確保に努める。 

Ⅱ 具体的データ等 



 

 


